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美
咲
町
の
明
日
を
切
り
拓
く

　
　
　
　
　
　
　
　
青
野
町
長
所
信
表
明

特 集

　急速に進む少子高齢化、過疎化に真正面から立ち向かい、私たちの子や孫の世代に、
豊かで住みよい美咲町を引き継いでいくことは、いまを生きる我々に課せられた責務である。
　町民一致団結の下、美咲町の明日を切り拓いていこうではありませんか。

福祉施策充実による元気な地域づくり

公共施設再整備の計画の検討

「小規模多機能自治」実現に向けて

積極的な不登校対策

　「小規模多機能自治」の核となる13の
「協働のまちづくり協議会」を順次訪問
し、地域の人たちと意見交換を行いなが
ら、役場一丸となって「地域力」の強化
に取り組んでいきます。

　不登校の生徒を支援する教員を中央
中学校に配置し、小学校とも連携を図り
ながら積極的な不登校対策を行い、活き
活きと学校生活を送ることができる環境
づくりを行ってまいります。

　社会福祉協議会との連携強化、国保
健診の充実、黄福タクシーの障がい者利
用の試行実験など福祉施策充実により、
健康で快適な暮らし、元気な地域づくり
につなげていきます。

　令和元年度中に、旭総合支所付近の
再整備計画、柵原中学校区の学校建設
について、方向づけを行います。また、
亀甲エリアについては、集会所整備と合
わせて検討します。
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3 みさき

早期災害復旧への取り組み

　昨年の豪雨災害からの早期復旧
に向けて取り組みます。また、防災
カメラを増設し、15台体制とすると
ともに、柵原文化センターを改修し避
難所としての機能充実を図るなど防
災体制を強化します。

農林業振興へ事業の新設・拡充

　ショウガなどの種苗に対して補助
制度を新設します。鳥獣被害対策と
して、狩猟免許取得経費の全額補
助、「はこわな」の貸与数を増やしま
す。適切な森林管理を促進するべく
事業の新設、拡充を行います。

役場機構改革により利便性の向上を

　機構改革を実施し、理財課、地
域みらい課、くらし安全課を新設しま
す。また、住民課と税務課を統合し
住民税務課とし窓口サービスの利便
性の向上を図ります。

決算審査での要望事項
の反映は

松田英二 議員

平成29年度決算審査におい
て、要望事項をまとめた審査
報告書を提出しているが、新
年度予算および行政施策など
の運営に反映されているか。
多くの指摘に対し真摯に受け
止めている。特に行政組織の
見直しや公共施設などの総合
管理計画の早期推進など指摘
をいただいたが、可能な限り反
映していると考えています。

問

答

柵原地域の学校整備
事業進行の方針は

延原正憲 議員

柵原地域義務教育学校整備検
討委員会から出される答申を
受けて事業を進めていく方針
でよいか、確認したい。
これまでの検討委員会の取り
組みや議会特別委員会におけ
る協議内容も参考にしながら、
調査検討を具体的に進めてい
きたいと考えています。

問

答

地域創生社会の実現に
向けた取り組みとは

藤井智江 議員

地域創生社会の実現に向けた
取り組みとは、具体的にどうい
うものか。
子どもから高齢者までが支え
合う地域づくりを合言葉に、地
域創生社会の実現を見据えた
地域づくりを進めています。各
課や組織の枠を超えて横断的
に取り組んでいこうとするも
のです。今後も引き続き連携
し、実現を目指してまいります。

問

答

議 会 か ら の 質 疑

　人と人をつなぐ美咲の卵。息を合わせて３５３人のギネス世界記録達成 !!
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承認

平成31年度
当初予算案

70
項
目
の
意
見
を
付
し
て

　
　
　
　
全
会
一
致
で
承
認

予算特別委員会

3
日
間
に
わ
た
り
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

31
年
度
予
算
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
の
意
見
を

集
約
。

各
委
員
が
予
算
や
事
業
内
容
を
チ
ェッ
ク

議
会
か
ら
の
要
望
書
を
青
野
町
長
へ
提
出

予
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
基
に
ま
と
め
た

議
会
か
ら
の
要
望
書
を
貝
阿
彌
議
長
、
松
島
副
議
長

か
ら
青
野
町
長
へ
提
出
。

予
算
特
別
委
員
会
の
報
告
書
を

貝
阿
彌
議
長
へ
提
出

予
算
審
査
に
お
い
て
各
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘

事
項
70
項
目
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
松
田
委
員
長
、

左
居
副
委
員
長
か
ら
貝
阿
彌
議
長
へ
提
出
。
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5 みさき

予算特別委員会からの報告
予算特別委員会は、新年度で執行される予算が適正なものであるかを確認するため、全ての課が所管する
予算について審議を担当しています。
委員長／松田英二　副委員長／左居喜次　ほか全議員を委員とする13人で審議しています。

全体総括意見を付す！
本会議での委員長報告において指摘した特に付しておくべき意見は以下の通りです。

⃝９月定例会：前年度決算を審査・認定

⃝議会からの指摘・意見をとりまとめ
⃝新年度予算などへの要望書を提出

⃝３月定例会：新年度予算案を審議・承認

予算特別委員会では、決算審査で指摘した内容が「新年度予算に
反映されているか」という視点で審査を行いました。

行財政改革大綱の
見直し

業務の引き継ぎは
細心の注意

適切な課税と
滞納整理

要望対応は迅速に

適正な人員配置計画

合併特例債の
有効活用

　合併特例の終了や人口減少によ
る地方交付税減額など今後予測さ
れる財源の減少を見極めた上で、
早急に行財政改革大綱の見直しを
行い、町を経営する方向性を指し示
し「町勢振興計画」など各種の計画
に反映させ、強い危機感を持って
本町の将来に向けた展望を広く町
民に訴えかける必要性を強く感じる
ものである。

　職員の人事異動などによって業
務の引継ぎが行われる際に、町民と
の約束事が新任担当者へ十分に引
き継がれなかった場合トラブルが
発生し、そのトラブルが原因となっ
て後年他の事業にまで影響を及ぼ
す可能性も出てくる。
　業務の引き継ぎに際しては伝え
る側も受ける側も細心の注意を
払って臨まなければならない。

　予算の歳入を確定させる上で町
税の算定方法は前年度実績でなく
過去3年平均で算出し、徴収率も
100％に近いもので行われるのが
望ましい。また、滞納整理額も目標
数値を立てて100％の回収率を目
指すべきであり、これらを合わせて
歳入額を算出し住民要望に応える
ための予算編成に努めなければな
らない。

　各自治会などから行政に対する
要望書が提出されている。過去5年
間の状況は、約1/3が実施されて
いない。
　対応可能な要望であれば国・県の
補助金、過疎債や基金を活用して早
期の解決を図ることが住民との信頼
関係構築にもつながるものであり、
要望事項の実施状況を把握できる
体制の整備を強く望むものである。

　国が唱えている働き方改革で注
目を浴びているＡＩ・ＲＰＡそしてＩＣＴ
を活用した職務の省力化と効率化
を推奨し職員の採用および適正な
人員配置に努めなければならない。
　現状においては新規採用が困難
を極める保健師などの専門職につ
いては、既存職員による専門職育成
も視野に入れた配慮が必要である。

　町長は今後の本庁舎や旭総合支
所の整備に関して合併特例債の活用
について言及している。合併特例債
の有効期限まで残された時間は6年
間。決して余裕のある時間ではない。
　本町に残された特例債枠52億円
の有効活用策について広範囲にわ
たる協議を早急に進め31年度末ま
でにはその道筋が示されることを
望むものである。

意見

意見

意見

意見

意見

意見
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岩
野
委
員

福祉・教育 福祉・教育

　全議員13人を委員とする平成31年度歳入歳出予算特別委員会が設置され、3月14日から3日間にわた
り予算審査を行いました。
　今回の審査では、決算審査における議会からの指摘事項が新年度予算編成および役場の運営にどのよ
うに反映されているのかといった点を中心に審査を行いました。
　ここでは各委員から出された70項目の指摘事項のうち主な意見を掲載します。

予算特別委員会

保健師などの人員確保

放課後児童クラブの展開

通学路の安全対策

総合的な防災訓練

福祉・教育 安心・安全

保健師の人員減に伴う適正配
置と人員確保を積極的に行う
ように求める。

児童の健全育成に向けた放課
後児童クラブの全町的展開と
拡充を求める。

支障木伐採など通学路におけ
る子どもたちの安全対策への
十分な配慮を求める。

全町に周知徹底した上で総合
的な防災訓練を実施するよう
に求める。

高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、
学校教育など

公共施設管理、防災、国際交流、情報通信、
ごみ処理など

一 般 会 計 100億5,120万円（前年度比3.5％増）
23特別会計 70億3,447万円（前年度比3.1％増）

予算審査  私の意見！

情報通信機器の更新

ネットワークなど情報通信機
器の更新は先を見越した対応
を求める。

地域づくりの支援体制

集落支援員による地域づくり
支援は地域へ出向いての対応
を求める。

民生費 28億8,378万円
教育費 8億6,801万円  

総務費 14億5,421万円
衛生費 9億2,915万円

主な
事業

主な
事業

藤
井
委
員

山
田
委
員

左
居
委
員

松
島
委
員

金
谷
委
員
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7 みさき

福祉・教育

福祉・教育

宅地災害には手厚い対応

配食サービスの拡充

4K8K放送の周知

水の購入料金見直し

補助金対象事業のPR

要望書への迅速な対応

産業・建設

特別会計（抜粋）

台風や大雨による災害などで
宅地が被災した場合には手厚
い対応を求める。

高齢者宅への配食サービス事
業は全町を対象に取り組める
よう拡充を求める。

以上のような審議を経て、美咲町議会は
平成31年度一般会計・特別会計予算を全会一致で承認しました。

みさきテレビの4K8K放送に
向けた町民への周知と丁寧な
説明を求める。

広域水道企業団から購入して
いる水の購入料金を検証し見
直しの検討を求める。

農林業に従事する人に対して
有利な補助金対象事業のPR強
化を求める。

自治会などからの要望書への回
答は迅速かつ適切に行うように
求める。

農林業振興、道路整備、観光災害復旧、
企業誘致など

農林水産業費 7億1,710万円
土木費 10億4,689万円
商工費 8,105万円

◎国民健康保険事業
17億4,456万円

◎介護保険事業
24億6,499万円

◎みさきネット事業
7億5,866万円

◎3下水道事業
7億9,005万円

◎7簡易水道事業
9億0,185万円

◎23特別会計合計
70億3,447万円

主な
事業

林
田
委
員

形
井
委
員

江
原
委
員

延
原
委
員

貝
阿
彌
委
員

山
本
委
員

定
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委
員
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より鮮 明 に 防災カメラ設備更新
3月4日～22日まで定例議会が招集され　一般会計新年度予算・人事案件など65件の議案が議決されました。

条
　
　
　
例

請
願
・
要
望

美咲町産地作りパワーアップ事業

　町振興作物の種苗購入費に対する助成を行
い、町の産地作りを強化する。
〔農業振興費　６７２万円〕

学校施設長寿命化計画策定事業

　学校施設の長寿命化計画を策定し、各学校施
設の長寿命化を図る。
〔学校施設長寿命化計画策定事業費　９０７万円〕

課
の
再
編
成
を
実
施

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
「
ま
ち
づ
く
り
課
」を「
理
財
課
」「
地
域

み
ら
い
課
」に
、「
情
報
交
通
課
」を「
く
ら

し
安
全
課
」に
、「
税
務
課
」「
住
民
課
」を

「
住
民
税
務
課
」に
改
め
る
。

条
　
　
　
例

美
咲
町
開
発
事
業
の
調
整
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

町
長
は
勧
告
を
受
け
た
者
が
正
当
な

理
由
な
く
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
、氏
名

住
所（
法
人
は
名
称
・
所
在
地
）・
勧
告
内

容
を
公
表
で
き
る
よ
う
に
改
正
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
の
見

直
し
に
あ
た
り
、
原
則
１
割
負
担
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

岡
山
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会　
　

　

会
長　

三
上　

雅
弘

　

低
所
得
者
は
守
ら
れ
て
い
る
内
容
で

あ
り
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

消
費
税
増
税
10
％
引
き
上
げ
中
止
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

津
山
民
主
商
工
会　
　
　
　
　
　
　

会
長　

池
田　

淳
一

　

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
は
必
要
な

制
度
で
あ
る
た
め
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
荘
の
新

築
移
転
に
伴
う
ご
協
力
の
要
望

社
会
福
祉
法
人
中
央
福
祉
会　
　
　

理
事
長　

内
田　

康
雄

 

地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
必
要
な
施

設
で
あ
り
全
会
一
致
で
採
択
と
し
た
。

人
　
　
　
事

副
町
長
の
選
任
に
同
意

　

副
町
長
の
選
任
が
提
案
さ
れ
賛
成
多

数
で
同
意
し
た
。
任
期
は
令
和
5
年
3
月

31
日
ま
で
の
４
年
間

教
育
長
の
選
任
に
同
意

　

教
育
長
の
選
任
が
提
案
さ
れ
賛
成
多

数
で
同
意
し
た
。
任
期
は
令
和
4
年
3
月

31
日
ま
で
の
３
年
間

農
業
委
員
の
選
任
に
同
意

　

農
業
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。
任
期
は
令
和

2
年
4
月
19
日
ま
で
の
1
年
間

津
山
市
弥
生
町

忠
政　

堅
之（
新
任
）

美
咲
町
打
穴
下

黒
瀬　

堅
志（
新
任
）

美
咲
町
高
下

重
歳　

和
宏（
新
任
）

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

組
合
議
会
の
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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より鮮 明 に 防災カメラ設備更新
3月4日～22日まで定例議会が招集され　一般会計新年度予算・人事案件など65件の議案が議決されました。

3月議会
でこんなことが
決まりました

より鮮明に、防災カメラなどの設備更新事業

　災害時に川の増水などの画像がみさきテレビ
で鮮明に見えるようにする。
〔防災情報通信設備整備費  ４,０４８万円〕

役場ネットワーク機器更新事業

　役場内のネットワーク機器の更新し、業務の
促進を図る。
〔情報化整備事業費  １億１,７３８万円〕

意見の分かれた議案

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

貝
阿
彌
議
員

松
島
議
員

山
本
議
員

岩
野
議
員

江
原
議
員

金
谷
議
員

松
田
議
員

林
田
議
員

左
居
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

藤
井
議
員

山
田
議
員

議案第６４号 副町長選任について 議
長 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第６5号 教育長選任について 議
長 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号 後期高齢者医療の窓口負担の見直しにあたり、原則１割負
担の継続を求める意見書提出の請願

議
長 × × × × × × × × × × ○ ×

請願第２号 消費税増税１０％引き上げ中止を求める意見書の提出の
請願

議
長 × × × × × × × × × × ○ ×

【議案に対する討論】
［請願第1号］	
後期高齢者医療の窓口負
担の見直しにあたり、原則
１割負担の継続を求める意
見書提出の請願（趣旨採択）

［反対討論］今でさえ受診抑制が心配される状況にあり、窓口負担が２割になれば町民の深刻
な受診抑制の懸念がある。よって採択の上、国に意見書を送付すべきである。 藤井議員

［賛成討論］高齢者が増え福祉費が高額になる事を考えれば、低所得者は守られるので、２割
負担もやむを得ない。趣旨採択に賛同する。 金谷議員

［請願第２号］	
消費税増税１０％引き上
げ中止を求める意見書
の提出の請願（不採択）

［反対討論］逆進性の強い消費税増税、奇々怪々な軽減対策は、町民・小規模事業者の
暮らしへの打撃が大きすぎる。よって採択の上、国に意見書を送付すべきである。 藤井議員

［賛成討論］国が決めたことで、大勢の人はすでに増税されることを了解している。それを変え
ることはできない。不採択を支持する。 延原議員

定
例
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報
告
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算
委
員
会
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報
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員
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の
報
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問
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他
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報
告
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告

総務・産業常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課、徴収対策室、上下水道課、建設課、
産業観光課が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／山田雄二、松田英二、岩野正則、松島　啓の6人で審議して
います。

　県が事業主体である美作岡山道
路の現地視察（佐伯ＩＣ〜吉井ＩＣ）
を行った。残る瀬戸ＪＣＴ〜瀬戸ＩＣ、
英田ＩＣ〜柵原ＩＣ〜吉井ＩＣの早期
全線整備が望まれる。

【上下水道課】
高清水貯水池の改修

【建設課】
災害復旧の取り組み概要

平成３０年度の災害復旧の取
り組みはどうなっているか。
平成３０年度は、公共・農林な
ど合わせて１０億円を災害復
旧として計上した。入札はほ
ぼ完了し、令和元年度中に完
成を予定している。

問

【柵原総合支所】
消防・防火設備取り替え工事

消防・防火設備取り替え工事
の内容は。
大ホールの天井修理のほか
窓ガラスや防火扉の設置を
９月末までに予定している。
安全な防災拠点施設にするた
めの施設改修。

問

答

答

高清水貯水池の現状及び改
修計画について。
４０年経過し、老朽化が進んで
いるため改修する。令和元年
度内に完成を予定している。

問

答

【まちづくり課】
再生可能エネルギー推進事業

再生可能エネルギー推進事業
は今どうなっているか。
平成２３年頃からの計画であ
るが、町主体の事業化を断念
し、民間事業者に事業継承し
てもらうことになった。

問

答

【総務課】
役場の機構改革

理財課、地域みらい課、くら
し安全課、住民税務課を新設
するメリットは。
効率的で効果的な事務執行
の推進、危機管理体制の強化
など住民サービスの向上に努
めたい。

問

答

【産業観光課】
狩猟免許取得に係る経費補助

狩猟免許取得に係る経費補助
の具体的な内容は。
昨年まで半額補助していた
が、平成３１年度からは全額補
助。３年間の実施を予定して
いる。

問

答

八島田トンネル（赤磐市地内）

定
例
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【福祉事務所】
緊急通報装置設置事業

【健康推進課】
診療所施設管理費

【保険年金課】
国民健康保険事業

【健康推進課】
健康増進施設管理費

緊急通報装置は１人暮らしの高
齢者が対象であり、２人暮らし
の高齢者は対象にならないか。
社会情勢も変化しているので
制度も見直しをする時期に来
ている。

大
おお

垪
は

和
が

診療所が閉院されるが、
跡地と建物はどうなるのか。
今のところはまだ決まってい
ない。福祉事務所が所管して
いる友愛荘が隣接しているの
で、今後協議していく。

葬祭費の３万円は安いのではな
いか。他市町村では５万円支給
をしているところがある。
５万円という市町村が多くなっ
てきている。今後、増額を検討
していきたい。

香花温泉「ほほえみの湯」の現
在の状況は。また、今後の運営
についてどう考えているか。
平成３０年度に改修し、温泉として
再開したが、慢性的な赤字であ
る。また、施設が老朽化しており、
今後は見直しをする必要がある。

問 問

問 問

答
答

答 答

【住民課】
墓地公園経常管理費
町営墓地を全く使用せず返した
場合、返還金はどうなるのか。
使用料の返還金について1年未
満で95％、2年で90％、3年で
85％、4年で８０％、5年で75％、
5年以上は返還無し。

問

答

【教育総務課】
保育園広域入所委託料

広域入所委託料は、保育園だ
けか。幼稚園は対象にならな
いのか。
保育園、認定こども園には支払
う。幼稚園には支払わない。

問

答

民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民課、保険年金課、健康推進課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管す
る予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／金谷髙子　副委員長／形井　圓　委員／藤井智江、左居喜次、林田　実、江原耕司、貝阿彌幸善の
7人で審議しています。

　一般財団法人が経営していた西川診療
所が閉院し、新しく町が経営する美咲町
西川診療所が４月１日より開院となる。
地域医療として、社会医療法人緑壮会
金田病院に管理委託する。
　診療日は、毎週火・木・金曜日の午前
中です。

里地内
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組合議会の報告組合議会の報告組合議会の報告
組合議会とは、行政上の目的別に他の市町村と共同で事務処理を行い、
目的の事業を効率的に行う団体組織

津
山
圏
域

衛
生
処
理
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

２
月
14
日
、
定
例
会
を

開
催
し
31
年
度
組
合
会
計

予
算
５
億
８
，
２
８
６
万

円
、
緑
水
園
体
育
館
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
４
議
案
を
審
議

し
、
賛
成
多
数
で
可
決
し

た
。津

山
圏
域

資
源
循
環
施
設
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
勝

央
、
奈
義
、
美
咲
町
）

　

２
月
14
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
31
年
度
組
合
会

計
予
算
15
億
８
，
８
５
５

万
円
、
行
政
不
服
審
査
会

委
員
の
選
任
な
ど
４
議
案

を
審
議
し
、
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。

　

２
月
25
日
、
臨
時
会

を
開
催
し
議
長
、
副
議

長
、
監
査
委
員
を
選
出

し
た
。

勝
英
衛
生
施
設
組
合

（
美
作
市
、西
粟
倉
村
、

勝
央
、
奈
義
、
美
咲
町
）

　

２
月
19
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
31
年
度
組
合
会

計
予
算
９
，７
８
０
万
円
、

30
年
度
補
正
予
算
（
第
２

号
）の
２
議
案
を
審
議
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域
消
防
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
勝

央
、
奈
義
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
22
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
31
年
度
組
合
会

計
予
算
26
億
４
，
８
６
２

万
円
、
30
年
度
補
正
予
算

（
第
１
次
）
な
ど
５
議
案

を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
。

津
山
広
域
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
勝

央
、
奈
義
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
22
日
、
定
例
会
を
開

催
し
、
31
年
度
組
合
会
計
予

算
２
，
５
２
８
万
円
、
30
年

度
補
正
予
算
（
第
１
次
）
な

ど
４
議
案
を
審
議
し
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
地
区

農
業
共
済
事
務
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
久

米
南
、
美
咲
町
）

　

２
月
22
日
、
30
年
度
補

正
予
算
（
第
２
次
）、
岡
山

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

か
ら
の
脱
退
の
２
議
案
を

審
議
し
、
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

久
米
老
人

ホ
ー
ム
組
合（
静
香
園
）

（
津
山
市
、
久
米
南
、

美
咲
町
）

　

２
月
27
日
、
31
年
度
組

合
会
計
予
算
１
億
５
，
７

７
７
万
円
、
30
年
度
補
正

予
算
（
第
２
号
）
な
ど
５

議
案
を
審
議
し
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

柵
原
・
吉
井
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合

（
赤
磐
市
、
美
咲
町
）

　

３
月
27
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
31
年
度
組
合
会

計
予
算
３
億
５
，５
７
８
万

円
、30
年
度
補
正
予
算（
第

２
号
）
な
ど
３
議
案
を
審

議
し
、
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

柵
原
・
吉
井
・
英
田

火
葬
場
施
設
組
合

（
美
作
市
、
赤
磐
市
、

美
咲
町
）

　

３
月
27
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
31
年
度
組
合
会

計
予
算
１
，３
５
４
万
円
、

30
年
度
補
正
予
算
（
第
２

号
）
な
ど
４
議
案
を
審
議

し
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。岡

山
県
中
部

環
境
施
設
組
合

（
真
庭
市
、
美
咲
町
）

　

３
月
28
日
、
定
例
会
を

開
催
し
31
年
度
組
合
会
計

予
算
３
億
２
８
０
万
円
を

審
議
し
、
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

新築移転した消防組合柵原出張所（吉ケ原地内）
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ページ 議員名 質　問　内　容

14 延原  正憲 １．美咲町第二次振興計画の見直しは
２．実効ある有害鳥獣の駆除対策を

15 形井  　圓

１．土地開発業者への指導強化を
２．農作業安全のため農道の舗装が必要
◇　集会所などの管理実態は
◇　一般廃棄物収集運搬業務委託の入札

方法は

16 左居  喜次 １．農林業をどう捉えるのか
２．庁内改革に向けどう行動をしたか

17 山田  雄二 １．美作岡山道ルートの混乱を正せ
２．柵原中学校建設の具体化は

18 金谷  髙子 １．人口減少が加速している対策は
２．精神障がい者へも医療費助成の充実を

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

19 山本  宏治 １．旭バイパス今後の取り組みは
２．旭地域の公共施設再配置は

20 藤井  智江

１．柵原中学校建設候補地の選定は
２．総合的な健康づくりのため専門職の採用を
◇　自治体戦略２０４０構想の周知を
◇　個人情報の取り扱いを慎重に
◇　一人一人の人権を守るために

21 岩野  正則
１．町史編さん資料の活用計画は
２．農産物の特産化の取り組みは
◇　行政財産の管理は

22 松島  　啓 １．情報発信で町のイメージアップを図れ
２．総合戦略の新たな取り組みは

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
掲載できなかった質問は◇で
表示しています。

町
政
を
問
う

みさき

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

組
合
議
会
の
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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美咲町第二次振興計画の見直しは

実効ある有害鳥獣の駆除対策を

第三次振興計画を策定する

重点施策として強く推進したい

問　
平
成
25
年
度
か
ら

10
年
間
の
町
の
将
来

の
設
計
図
で
あ
る
美
咲
町

第
二
次
振
興
計
画
「
世
界

に
は
ば
た
く
『
元
気
』
な

美
咲
町
」
は
、
中
間
年
度

の
29
年
度
に
見
直
し
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

い
ま
だ
に
見
直
し
案
も
町

民
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

①
見
直
し
作
業
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
。

②
見
直
し
案
に
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
の
か
。

③
見
直
し
の
た
め
の
美
咲

町
振
興
計
画
審
議
会
の
開

催
状
況
は
。

④
町
長
の
所
信
表
明
で
示

し
た
政
策
を
ど
の
よ
う
に

見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
の

か
。答

青
野
町
長

①
④
30
年
12
月
中
に

見
直
し
を
完
了
す
る
予
定

で
作
業
を
進
め
て
い
た

が
、
私
の
政
策
「
ひ
と
輝

く
ま
ち
美
咲
」
を
こ
の
ま

ち
づ
く
り
の
計
画
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
第
二
次

振
興
計
画
を
踏
ま
え
た
上

で
、
今
後
５
年
間
の
第
三

次
振
興
計
画
を
策
定
す
る

よ
う
準
備
を
進
め
る
。

②
③
第
三
次
振
興
計
画
策

定
に
は
審
議
会
を
開
催
し

た
上
で
、
原
案
を
町
民
に

提
示
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
い
。

問　
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
の
増
加

は
、
耕
作
放
棄
の
増
加
、

ひ
い
て
は
集
落
崩
壊
に
つ

な
が
る
深
刻
な
課
題
で
あ

る
。

　
実
効
あ
る
駆
除
対
策
を

求
め
る
。

①
捕
獲
用
「
は
こ
わ
な
」

の
整
備
は
。

②
先
進
地
視
察
を
参
考
に

駆
除
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
活
用

へ
の
取
り
組
み
は
。

答
牧
野
産
業
観
光
課
長

①
30
年
度
は
予
算
１

２
０
万
円
で「
は
こ
わ
な
」

19
基
を
購
入
し
、猟
友
会
に

貸
与
予
定
。

　
31
年
度
も
１
２
０
万
円

の
予
算
を
計
上
し
た
。

答
青
野
町
長

①
鳥
獣
被
害
の
問
題

は
重
点
施
策
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
み
を
強
く
推
進

す
る
。

　

狩
猟
者
を
増
や
す
た
め

狩
猟
免
許
取
得
費
用
の
全

額
補
助
制
度
を
導
入
す
る
。

　

ま
た
、
捕
獲
補
助
制
度

の
充
実
や
、
捕
獲
用
「
は

こ
わ
な
」
の
貸
与
を
拡
充

す
る
。

　

さ
ら
に
、
侵
入
防
護
柵

の
原
材
料
支
給
制
度
を
推

進
す
る
な
ど
に
よ
り
農
作

物
被
害
の
減
少
に
取
り
組

み
た
い
。

②
ジ
ビ
エ
活
用
に
つ
い
て

は
、
高
額
な
事
業
費
や
、

駆
除
隊
員
の
高
齢
化
や
、

獣
肉
販
売
経
路
確
立
な
ど

の
課
題
も
あ
り
、
先
進
地

の
事
例
を
参
考
に
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

延原正憲 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

ジビエの活用を

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

組
合
議
会
の
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



15 みさき

形井　圓 議員

土地開発業者への指導強化を

農
作
業
安
全
の
た
め

　
　
　
農
道
の
舗
装
が
必
要

で
き
る
限
り
要
望
に

　
　
　 

応
え
て
い
き
た
い

勧告に従わない場合は公表を検討

問　
本
町
に
は
開
発
事

業
の
調
整
に
関
す
る

条
例
が
あ
り
、
地
域
の
適

正
な
開
発
、
事
業
の
実
施

基
準
を
定
め
て
い
る
。
町

民
の
健
康
で
快
適
な
生
活

環
境
の
確
保
に
寄
与
す
る

条
例
は
、
町
民
の
安
全
を

守
る
た
め
町
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
あ
る
。

　
ま
た
、
開
発
事
業
の
実

施
に
お
い
て
、
崖
崩
れ
、

地
す
べ
り
な
ど
の
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
時
は
、
地
盤

の
改
良
、
擁
壁
の
設
置
な

ど
安
全
上
必
要
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
に
反
し

た
開
発
が
数
カ
所
あ
り
、

隣
接
す
る
住
民
は
不
安
を

感
じ
て
い
る
。
そ
う
し
た

実
態
を
町
は
ど
の
程
度
把

握
し
、
業
者
に
ど
の
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

答
青
野
町
長

　

開
発
事
業
の
調
整

に
関
す
る
条
例
に
規
定
す

る
届
出
を
せ
ず
開
発
し
て

い
る
事
業
が
中
央
地
域
で

3
カ
所
、
旭
地
域
で
1
カ

所
を
住
民
か
ら
の
通
報
で

把
握
し
て
い
る
。

　

業
者
へ
直
接
開
発
届
の

提
出
、
現
場
改
善
を
指
導

し
て
い
る
。
届
出
、
改
善

が
見
受
け
ら
れ
な
い
場
合

文
書
勧
告
し
、
勧
告
に
従

わ
な
い
場
合
、
事
業
者
名

の
公
表
を
検
討
す
る
。
次

の
段
階
と
し
て
条
例
違
反

と
し
て
刑
事
告
発
を
行
う

こ
と
と
な
る
。

問　
農
作
業
に
お
い
て
、

作
業
用
道
路
の
舗
装

は
作
業
に
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
安
全
上
必
要
で
あ

る
。

　
し
か
し
、
そ
の
道
路
の

管
理
責
任
が
、
県
か
町
か

明
確
で
な
く
舗
装
を
さ
れ

て
い
な
い
道
路
が
あ
る
。

例
を
挙
げ
る
と
小
原
池
か

ら
誕
生
寺
池
へ
の
川
の
傍

に
管
理
用
道
路
が
あ
る

が
、舗
装
が
さ
れ
て
な
い
。

　
河
川
管
理
用
で
あ
ろ
う

と
、
農
作
業
に
多
く
の
人

が
利
用
し
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
鋪
装
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
青
野
町
長

　

耕
作
者
の
高
齢
化

も
進
み
、
農
道
な
ど
の
維

持
管
理
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
箇
所
も
た
く
さ
ん
あ

る
。
町
と
し
て
で
き
る
限

り
地
元
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
事
業
を
進
め
る
。

答
國
宗
建
設
課
長

　

河
川
管
理
道
を
農

道
と
し
て
利
用
し
て
い
る

人
も
あ
り
、
管
理
者
に
占

用
申
請
を
す
れ
ば
鋪
装
工

事
は
で
き
る
。

　

工
事
を
行
う
に
は
県
補

助
と
町
単
独
事
業
が
あ

る
。
県
の
補
助
は
採
択
条

件
が
厳
し
い
が
、
要
望
書

を
も
と
に
現
地
精
査
を

し
、県
に
申
請
す
る
。町
単

独
で
事
業
を
行
う
場
合
、

２
人
以
上
の
関
係
者
が
必

要
で
あ
る
が
、
で
き
る
限

り
要
望
に
応
え
て
い
き
た

い
。

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

危険な開発には指導の強化を

急がれる農道舗装

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

組
合
議
会
の
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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農林業をどう捉えるのか

庁内改革に向けどう行動をしたか

農林業は美咲町の主幹産業だ

各課にまたがる案件を議論させる

問
①
農
林
業
活
性
化
の

た
め
に
積
極
的
な
対

応
を
望
む
が
、
本
町
で
は

農
林
業
を
ど
う
捉
え
、
ど

の
よ
う
な
政
策
を
進
め
て

行
く
の
か
。 

②
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向

け
た
対
策
を
示
せ
。

答
青
野
町
長

①
農
林
業
は
美
咲
町

に
と
っ
て
主
幹
な
産
業
で

あ
り
、
農
林
業
を
元
気
に

し
て
い
く
こ
と
は
、
ま
さ

に
美
咲
町
の
元
気
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

新
年
度
予
算
の
中
に
も

シ
ョ
ウ
ガ
の
種
苗
代
の
補

助
と
か
、
林
業
で
は
間
伐

材
の
搬
出
、
ま
た
作
業
道

の
整
備
に
対
す
る
補
助
な

ど
大
幅
な
拡
充
や
新
設
を

行
う
。

②
特
効
薬
は
な
い
が
、
面

積
消
化
で
推
進
で
き
る
水

稲
や
酪
農
、
販
売
価
格
で

推
進
で
き
る
ブ
ド
ウ
と
か

シ
ョ
ウ
ガ
、
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
も

の
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

り
、
一
定
所
得
を
確
保
し

な
が
ら
農
業
経
営
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。

問　
農
林
業
で
は
、
就

業
し
て
も
す
ぐ
に
収

入
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
荒
廃
地
、

耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
や

伐
採
に
よ
り
、
生
活
費
部

分
を
支
援
す
る
と
い
っ
た

政
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　
提
案
を
踏
ま
え
さ

ら
に
検
討
を
重
ね
た
い
。

問　
就
任
直
後
の
12
月

定
例
会
に
お
い
て
、

課
題
解
決
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
庁
内
改

革
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
所
信
表
明
を
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
庁
内
改

革
に
向
け
て
、
課
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
が
提
案
さ
れ
、
所
信
表

明
ど
お
り
庁
内
の
機
構
改

革
に
着
手
し
、
各
課
の
再

編
が
進
め
ら
れ
る
。

　
職
員
教
育
の
基
本
的
な

部
分
に
お
い
て
、
今
日
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を

起
こ
し
、
職
員
に
対
し
ど

の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
た

の
か
。

答
青
野
町
長

　

本
町
の
最
重
要
課

題
は
、
少
子
・
高
齢
化
、

過
疎
化
、
人
口
減
少
の
克

服
で
あ
る
。　
　

　

そ
し
て
、急
激
な
経
済
・

社
会
情
勢
の
変
化
を
見
る

と
、
庁
内
の
体
制
を
再
整

備
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
各

種
施
策
を
展
開
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

就
任
以
来
、
定
例
の
幹

部
会
議
に
お
い
て
各
課
に

ま
た
が
る
案
件
を
議
論
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
出
向
く

際
は
、
私
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
関
係
の
複
数
の
課

や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
、
極
力
多
く
の
関
係
者

と
と
も
に
話
を
し
て
い
る
。

　

取
り
組
み
は
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、

引
き
続
き
各
課
が
ス
ム
ー

ズ
に
連
携
で
き
る
よ
う
指

揮
監
督
を
し
て
い
く
。

左居喜次 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

機構改革でどう変わる

農林業活性化への対応を

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

組
合
議
会
の
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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山田雄二 議員

美作岡山道ルートの混乱を正せ

柵
原
中
学
校
建
設
の
具
体
化
は

ま
ず
は
用
地
選
定
を
進
め
る

混乱の責任の一端はありおわびする

問　
前
町
長
は
昨
年
９

月
定
例
会
で
「
平
成

15
年
に
ル
ー
ト
が
決
ま
っ

た
」
と
言
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
町
長
に
就
任
し

た
の
は
平
成
21
年
か
ら

だ
。
平
成
15
年
か
ら
21
年

ま
で
は
ル
ー
ト
の
こ
と
に

つ
い
て
は
全
然
知
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
辺
を
私
に
し

ゃ
べ
れ
と
言
わ
れ
て
も
困

る
」
と
自
ら
の
発
言
を
否

定
し
た
。

　
一
方
、
平
成
15
年
当
時

の
元
柵
原
町
長
は
「
前
町

長
発
言
は
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
ル
ー
ト
決
定
の
こ

と
だ
。
環
境
ア
セ
ス
や
測

量
を
し
、
整
備
区
間
に
格

上
げ
し
て
ル
ー
ト
が
決
ま

る
。
柵
原
は
計
画
区
間
な

の
で
ル
ー
ト
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
地
元

説
明
も
で
き
な
か
っ
た
の

だ
」
と
証
言
し
た
。

　
ル
ー
ト
が
確
定
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
町

執
行
部
の
答
弁
が
方
向
性

を
失
っ
て
い
る
。
町
と
し

て
の
基
本
方
針
を
示
せ
。

　
ま
た
、
今
日
ま
で
町
の

地
元
説
明
会
が
一
度
も
開

か
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い

て
町
の
見
解
を
示
せ
。

答
青
野
町
長

　

地
元
説
明
に
つ
い

て
は
ご
指
摘
の
通
り
町
主

催
の
地
元
説
明
会
は
開
催

し
て
い
な
い
。

　

混
乱
を
来
し
て
い
る
こ

と
に
、
地
元
調
整
を
担
う

長
と
し
て
、
責
任
の
一
端

は
あ
り
町
長
と
し
て
お
わ

び
申
し
上
げ
る
。

問　
昨
年
12
月
定
例
会

で
、
町
長
は
「
柵
原

中
学
校
に
つ
い
て
は
義
務

教
育
学
校
の
検
討
、
小
中

一
貫
校
の
在
り
方
な
ど
を

研
究
の
上
、
早
期
に
適
地

を
選
定
し
建
て
替
え
る
」

と
所
信
表
明
し
た
が
、
教

育
長
は
「
初
め
か
ら
施
設

一
体
型
の
義
務
教
育
学
校

の
設
立
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
し
た
。　

①
幅
を
持
た
せ
た
町
長
発

言
に
対
し
て
、
初
め
か
ら

施
設
一
体
型
の
義
務
教
育

学
校
設
立
を
目
指
す
と
い

う
の
は
い
か
が
な
も
の
か

と
思
う
が
、
町
長
方
針
を

ど
の
よ
う
に
具
体
化
す
る

つ
も
り
か
。

②
整
備
検
討
委
員
会
を
こ

の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
の

か
。
新
し
い
組
織
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

答
柴
原
教
育
長

①
町
長
の
意
向
を
踏

ま
え
、
ど
の
よ
う
な
学
校

が
い
い
の
か
調
査
検
討
す

る
。

②
整
備
検
討
委
員
会
で
１

年
半
か
け
て
議
論
し
て
き

た
。
新
た
な
組
織
は
ま
だ

考
え
て
い
な
い
が
、
任
期

切
れ
の
10
月
に
は
新
た
な

組
織
を
立
ち
上
げ
る
必
要

が
あ
る
。

答
青
野
町
長

　

ま
ず
は
用
地
の
選

定
を
進
め
る
こ
と
が
先
決

と
考
え
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ

い
環
境
で
学
び
、
学
校
を

核
と
し
て
地
域
が
再
生
で

き
る
よ
う
に
、
夢
の
あ
る

事
業
と
し
て
執
行
部
と
し

て
も
取
り
組
む
。

山
陽
自
動
車
道

中
国
自
動
車
道

美作
勝央JCT

勝央

英田
柵原

吉井

佐伯
熊山

和気瀬戸
山陽 瀬戸JCT

湯郷
温泉

美
作
岡
山
道
路

今
回
の
開
通
区
間

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

開
通
済
み

未
開
通

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

学校建設の候補地（５カ所）
候補地 メリット デメリット

書副地区エイコンパーク内 図書館、多目的グランドの利用 進入路400ｍが坂道

書副ライスセンター北側 地域の目が良く届く 用地協議が必要

南和気の藤田下地区 県道からよく見える 道路の安全整備が必要

周佐地区工場跡地 交通の便がいい 土壌調査が必要

小瀬地区柵原西小付近 安心な登下校の見守り 用地協議が必要

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

組
合
議
会
の
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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人口減少が加速している対策は

精神障がい者へも医療費助成の充実を

人口減少を前提とした
　　　　まちづくりが必要

前向きに検討する

問　
国
が
創
設
し
た
地

方
創
生
人
材
支
援
制

度
に
よ
り
、
本
町
に
は
平

成
30
年
７
月
か
ら
山
本
政

策
推
進
監
が
着
任
さ
れ
、

８
カ
月
と
短
い
期
間
だ

が
、
次
の
こ
と
を
問
う
。

①
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

必
要
な
視
点
は
。

②
第
二
次
振
興
計
画
作
成

時
よ
り
人
口
減
少
が
加
速

し
て
い
る
が
、
対
策
は
。

③
都
会
で
暮
ら
し
て
い
る

人
も
、
田
舎
暮
ら
し
を
考

え
て
い
る
人
も
い
る
と
思

う
が
、
働
き
方
改
革
で
仕

事
づ
く
り
に
繋
げ
ら
れ
な

い
か
。

答
山
本
政
策
推
進
監

①
急
激
な
人
口
減
少

に
耐
え
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
、
そ
れ

か
ら
行
財
政
基
盤
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
。

②
人
口
減
少
の
ペ
ー
ス
は

想
定
の
４
年
か
ら
５
年
程

度
早
く
な
っ
て
お
り
、
将

来
人
口
の
見
込
み
を
下
方

修
正
す
る
と
と
も
に
、
人

口
減
少
を
前
提
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
見
直
し
作
業
中
の

振
興
計
画
に
盛
り
込
む
な

ど
、取
り
組
み
を
進
め
る
。

③
町
外
か
ら
の
流
入
を
促

す
た
め
に
は
、
人
づ
く
り

が
大
変
重
要
な
視
点
で
あ

る
。　

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な

ど
移
住
・
定
住
な
ど
か
ら

仕
事
を
作
り
出
し
て
い
け

る
よ
う
な
人
を
探
し
出
す

取
り
組
み
も
有
効
で
あ
る
。

問　
精
神
障
が
い
者
と

知
的
・
身
体
障
が
い

者
の
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
問
う
。

　
障
害
者
基
本
法
で
は
、

身
体
、
知
的
、
精
神
障
が

い
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
一
元
化
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
現
在
の
制
度

で
は
身
体
障
が
い
者
や
知

的
障
が
い
者
は
内
科
・
外

科
な
ど
の
診
療
費
が
１
割

の
自
己
負
担
で
あ
る
が
、

精
神
障
が
い
者
は
基
本
的

に
３
割
の
自
己
負
担
と
な

っ
て
い
る
。

　
障
害
年
金
で
や
っ
と
暮

ら
し
て
い
る
精
神
障
が
い

者
に
と
っ
て
、
医
療
費
の

３
割
負
担
は
暮
ら
し
を
圧

迫
す
る
。

　
自
治
体
の
医
療
費
の
給

付
制
度
は
、
国
と
違
っ
て

医
学
的
に
病
気
を
治
療
す

る
た
め
で
は
な
く
、
生
活

へ
の
支
え
、
そ
し
て
暮
ら

し
の
中
で
必
要
な
医
療
に

対
し
て
の
給
付
制
度
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
美
咲
町
と
し
て
、
精
神

障
が
い
者
に
も
医
療
費
助

成
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

本
町
で
は
、
自
立

支
援
医
療
制
度
以
外
の
医

療
費
助
成
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
精
神
障
が
い
者
の

経
済
的
な
自
立
を
支
援
す

る
観
点
か
ら
、
前
向
き
に

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

金谷髙子 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

地元にとけこむ協力隊

80
70
60
50
40
30
20
10

0
平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

等級別の精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移

1級

2級

3級

8

31

45
6

8

30

43
5

8

40

57

9

8

51

67
8

（人）

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

組
合
議
会
の
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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山本宏治 議員

旭バイパス今後の取り組みは

旭
地
域
の
公
共
施
設
再
配
置
は

再
整
備
し
利
便
性
を
高
め
る

丁寧な要望活動を続ける

問　
旭
バ
イ
パ
ス
は
、

平
成
17
年
頃
の
開
通

予
定
と
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
江
与
味
地
区
に
ト
ン

ネ
ル
な
ど
が
で
き
て
お
り
、

全
線
開
通
な
ど
の
期
待
が

膨
ら
む
中
、
ま
だ
ま
だ
整

備
に
時
間
が
か
か
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
今
後
の
予
定
お
よ
び
町

と
し
て
要
望
活
動
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
、
明
確
な
答
弁
を
求

め
る
。

答
青
野
町
長

　

旭
地
域
に
お
い
て
、

国
道
４
２
９
号
旭
バ
イ
パ

ス
の
早
期
開
通
は
最
重
要

課
題
だ
。
現
在
５
・
５
㎞

の
整
備
区
間
の
内
、
橋
梁

４
橋
、
ト
ン
ネ
ル
３
カ
所

が
完
成
、あ
と
ト
ン
ネ
ル
、

橋
梁
共
に
１
カ
所
ず
つ
残

っ
て
い
る
。
岡
山
県
か
ら

は
、
引
き
続
き
地
元
関
係

者
な
ど
の
理
解
、
協
力
を

得
な
が
ら
事
業
を
進
め
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、期
成
会
と
し
て
、

岡
山
県
、
国
土
交
通
省
、

県
選
出
国
会
議
員
な
ど
に

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
今
ま
で
以
上
に

丁
寧
な
要
望
活
動
を
続
け

て
い
く
。

答
前
田
旭
総
合
支
所
　

産
業
建
設
課
長

　

美
咲
町
と
し
て
直
接
地

権
者
と
協
議
を
す
る
こ
と

は
な
い
が
、
地
権
者
へ
の

声
か
け
な
ど
を
積
極
的
に

行
い
、
町
が
岡
山
県
と
の

間
に
入
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
早
く
事
業
が
進
む
よ

う
に
対
応
を
し
て
い
る
。

問  

公
共
施
設
に
つ
い

て
は
町
内
全
体
の
問

題
で
あ
る
が
、
旭
総
合
支

所
周
辺
整
備
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
く
の
か
。
支
所

庁
舎
、
町
民
セ
ン
タ
ー
、

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
総
合

的
に
計
画
は
で
き
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

西
川
地
域
に
各
種

施
設
が
集
約
し
て
い
る
、

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
集
約

さ
れ
た
複
合
施
設
に
公
共

施
設
な
ど
を
再
整
備
し
利

便
性
を
高
め
る
。

　

住
民
の
意
見
を
十
分
に

反
映
さ
せ
形
を
作
る
つ
も

り
だ
。

答
畑
尾
旭
総
合
支
所
長

　

想
定
外
の
災
害
に

備
え
施
設
整
備
も
必
要
で

あ
る
。　
　

　

旭
地
域
の
人
が
集
え
る

複
合
施
設
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

答
前
田
旭
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

三
休
公
園
の
老
朽
化
し

た
施
設
に
つ
い
て
も
修
繕

計
画
、
再
配
置
を
含
め
た

施
設
の
集
約
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答
光
嶋
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

町
内
に
は
古
い
施

設
が
沢
山
あ
り
、
つ
く
り

が
古
い
た
め
に
、
地
域
の

中
で
生
活
し
て
い
る
障
が

い
者
や
高
齢
者
が
と
て
も

使
い
に
く
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
、
公
共
施
設
の
あ

り
方
を
住
民
と
一
緒
に
な

っ
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

旭バイパスの早期完成を

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

急げ、旭総合支所周辺整備

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

組
合
議
会
の
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
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他
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報
告
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柵原中学校建設候補地の選定は

総合的な健康づくりのため専門職の採用を

５カ所の比較検討をしている

総合福祉職として募集を検討

問　
７
月
豪
雨
で
グ
ラ

ゥ
ン
ド
が
崩
落
し
、

通
学
路
は
大
変
危
険
な
状

況
で
あ
る
。
早
急
な
柵
原

中
学
校
の
建
設
が
必
要
と

考
え
る
が
、
建
設
地
の
選

定
と
、
今
後
の
予
定
は
ど

う
か
。

答
青
野
町
長

　

柵
原
地
域
義
務
教

育
学
校
整
備
検
討
委
員
会

で
候
補
地
に
あ
げ
ら
れ
た

５
カ
所
を
絞
り
込
ん
で
い

る
。答

柴
原
教
育
長

　

書
副
地
区
エ
イ
コ

ン
パ
ー
ク
内
Ⓐ
、
書
副
地

区
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
北

側
付
近
Ⓑ
、
南
和
気
藤
田

下
地
区
Ⓒ
、
周
佐
地
区
工

場
跡
地
Ⓓ
、
小
瀬
地
区
柵

原
西
小
学
校
付
近
Ⓔ
の
５

カ
所
の
候
補
地
に
つ
い
て
、

安
全
な
通
学
路
の
確
保
、

緊
急
時
の
ア
ク
セ
ス
、
経

済
性
、
防
災
性
、
利
便
性

の
選
定
要
件
を
も
と
に
、

比
較
検
討
を
し
て
い
る
。

　

今
後
の
予
定
は
、
町
長

の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

義
務
教
育
９
年
間
を
見
通

し
た
小
中
一
貫
教
育
を
推

進
す
る
学
校
と
し
て
、
地

域
の
教
育
課
題
や
児
童
・

生
徒
の
実
態
、
保
護
者
な

ど
の
要
望
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
建
設
場
所
、
施
設

形
態
、
費
用
、
教
育
内
容

に
つ
い
て
具
体
的
に
調
査

検
討
を
進
め
る
。

　

場
所
を
決
め
た
上
で
、

今
後
の
方
針
、
計
画
を
持

ち
、
地
域
に
出
か
け
て
、

き
め
細
や
か
に
説
明
す
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
は

社
会
保
障
制
度
と
し

て
創
設
さ
れ
、
他
の
医
療

保
険
に
加
入
で
き
な
い
自

営
業
者
な
ど
対
象
と
さ
れ

た
が
現
在
、
全
国
的
に
年

金
受
給
者
、
非
正
規
雇
用

者
、
無
職
の
人
な
ど
が
多

く
を
占
め
、
世
帯
の
貧
困

化
が
進
ん
で
い
る
。

　
国
保
税
の
欠
陥
と
も
言

え
る
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
に

な
い
均
等
割（
人
数
）、平

等
割
り
（
世
帯
）
が
課
税

さ
れ
高
額
に
な
り
、
納
税

が
困
難
な
世
帯
が
増
え
て

い
る
。　

　
均
等
割
は「
お
ぎ
ゃ
あ
」

と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

ち
ゃ
ん
に
も
か
か
り
、
特

に
子
育
て
世
帯
の
負
担
が

大
き
い
。
せ
め
て
０
歳
児

に
は
均
等
割
を
賦
課
し
な

い
と
か
、
18
才
未
満
の
被

保
険
者
の
均
等
割
を
半
額

に
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
住
民
健
診
な
ど
、

努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

理
解
す
る
が
住
民
の
総
合

的
な
健
康
づ
く
り
の
た

め
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
心
理
療
法
士
な

ど
の
専
門
職
の
雇
用
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

均
等
割
に
つ
い
て

は
、
ほ
か
の
人
の
負
担
に

な
る
の
で
で
き
な
い
。

　

作
業
療
法
士
、
理
学
療

法
士
の
よ
う
な
専
門
職
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
総
合

福
祉
職
と
し
て
各
種
資
格

を
持
っ
て
い
る
人
の
募
集

を
検
討
し
て
い
る
。

藤井智江 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁
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21 みさき 後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

岩野正則 議員

町史編さん資料の活用計画は

農
産
物
の
特
産
化
の
取
り
組
み
は

適
地
適
目
を
模
索
し
推
進
す
る

収蔵庫の整備をしながら進める

問　
町
史
編
さ
ん
室
の

今
後
の
予
定
、
お
よ

び
町
誌
に
係
る
資
料
の
保

管
場
所
、
ま
た
、
今
後
の

活
用
計
画
は
。

答
赤
木
生
涯
学
習
課
長

　

平
成
29
年
度
に
中

央
町
誌
の
民
俗
編
を
発
刊
、

今
年
度
は
地
区
誌
編
を
発

刊
し
た
。

　

現
在
は
資
料
編
に
取
り

か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
後

に
通
史
編
の
刊
行
を
計
画

し
て
い
る
。
完
成
は
32
年

度
を
見
込
ん
で
い
る
。　

　

中
央
町
誌
の
後
に
美
咲

町
誌
の
発
刊
に
取
り
か
か

り
１
・
２
年
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

資
料
の
活
用
は
、
発
行

後
に
整
理
し
、
展
示
場
所

も
現
在
あ
る
資
料
、
収
蔵

庫
の
整
備
を
し
な
が
ら
進

め
る
。

問　
商
店
街
の
一
角
に

資
料
を
展
示
し
、
町

な
か
活
性
化
へ
の
活
用
が

で
き
な
い
か
。

答
赤
木
生
涯
学
習
課
長

　

町
史
編
さ
ん
室
、

文
化
財
保
護
委
員
、
文
化

財
研
究
会
な
ど
も
含
め
進

め
て
い
く
。
図
書
館
の
活

用
も
相
談
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

答
柴
原
教
育
長

　

町
史
と
い
う
も
の

は
温
故
知
新
、
古
き
を
尋

ね
て
新
し
き
を
知
る
。

　

様
々
な
手
が
か
り
に
な

る
の
が
町
史
で
あ
る
。
学

校
の
社
会
科
の
副
読
本
な

ど
多
角
的
に
検
討
し
た
い
。

問  

農
産
物
の
特
産
化

の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
ピ
オ
ー
ネ
、
シ
ョ
ウ

ガ
、
地
酒
、
ジ
ビ
エ
加
工

な
ど
の
取
り
組
み
状
況
と

販
売
額
は
。
ま
た
、
就
労

支
援
の
新
た
な
方
針
は
あ

る
か
。

答
青
野
町
長

　

ピ
オ
ー
ネ
は
J
A

つ
や
ま
の
集
荷
貯
蔵
施
設

が
完
成
し
、
平
成
29
年
度

か
ら
使
用
し
て
い
る
。
出

荷
は
順
調
に
推
移
し
て
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

栽
培
面
積
、
出
荷
量
の
増

加
に
向
け
て
後
押
し
を
し

て
い
く
。

　

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

と
共
に
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
な
っ
て
い
る
。

　

収
益
性
の
高
い
適
地
適

目
を
模
索
し
、
推
進
し
て

い
き
た
い
。
今
後
も
担
い

手
が
育
つ
農
業
、
新
規
就

農
者
の
確
保
が
で
き
る
農

業
を
推
進
し
て
い
く
。

答
牧
野
産
業
観
光
課
長

　

ピ
オ
ー
ネ
の
栽
培

面
積
が
約
43
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

販
売
金
額
が
約
２
億
３
千

万
円
、シ
ョ
ウ
ガ
は
約
４
・

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
販
売
金

額
が
約
１
千
８
百
万
円
。

　

地
酒
の
販
売
は
な
い
。

ジ
ビ
エ
加
工
は
調
査
研
究

し
て
い
く
。

　

就
労
支
援
の
今
後
の
方

針
は
町
内
外
に
募
集
を
か

け
推
進
し
て
い
る
。

　

林
道
の
作
業
道
開
設
の

助
成
の
新
設
も
し
て
い
る
。

でき上がった中央町誌
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質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁
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22美咲町議会だより  No.56  ＜2019.5＞議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

情報発信で町のイメージアップを図れ

総合戦略の新たな取り組みは

広報の充実強化に努める

関係人口の創出に取り組みたい

問　
町
長
就
任
か
ら
３

カ
月
が
経
過
し
た
。

人
の
力
と
絆
の
深
さ
を
生

か
し
た
町
の
再
生
に
、
町

民
か
ら
の
期
待
は
大
き
い
。

　
特
に
、
情
報
収
集
お
よ

び
情
報
発
信
は
、
町
の
活

性
化
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
は
欠
か
せ
な
い
。
今
後

の
具
体
策
を
問
う
。

　
ま
た
、
平
成
の
大
合
併

に
関
す
る
自
治
体
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
、
美
咲
町
は

一
体
感
喪
失
と
新
聞
記
事

に
載
っ
て
い
た
。こ
れ
は
、

町
に
と
っ
て
大
変
な
イ
メ

ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

情
報
収
集
は
、
時

事
通
信
社
と
ラ
イ
セ
ン
ス

契
約
し
、
職
員
が
迅
速
に

行
政
関
連
情
報
を
集
め
る

環
境
を
整
え
た
い
。

　

情
報
発
信
は
、
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
へ
の
出
演
、
町
の
Ｃ

Ｍ
を
作
成
し
、
山
陽
放
送

で
放
映
す
る
。さ
ら
に
、４

月
か
ら
増
員
予
定
の
政
策

推
進
監
が
広
報
の
充
実
、

強
化
に
努
め
る
。

答
池
上
副
町
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

合
併
当
初
か
ら
の
人
口
減

少
が
、
旭
地
域
は
３
割
、

柵
原
地
域
は
２
割
、
中
央

地
域
は
１
割
と
周
辺
地
域

が
急
激
に
衰
退
し
て
い
る

こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
答

え
、
そ
れ
が
記
事
に
な
っ

た
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

問　
み
さ
き
創
生
総
合

戦
略
は
、
来
年
度
が

第
１
期
の
最
終
年
度
で
あ

る
。
地
方
の
人
口
減
少
克

服
、
首
都
圏
へ
の
人
口
流

出
防
止
が
主
な
目
的
だ
が
、

全
国
的
に
達
成
で
き
て
い

な
い
。
本
町
の
現
状
と
、

来
年
度
に
向
け
た
計
画
は
。

　
特
に
人
口
減
少
問
題

は
、
本
町
の
人
口
が
県
内

12
町
村
中
1
番
目
か
ら
、

２
０
４
０
年
に
は
７
番
目

に
な
る
と
い
う
残
念
な
推

計
が
出
て
い
る
。
２
０
２

０
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て

い
る
第
２
期
総
合
戦
略
で

の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

答
青
野
町
長

　

予
想
を
超
え
る
人

口
激
減
の
要
因
は
、
過
去

の
政
策
を
評
価
し
て
い
な

い
こ
と
、
中
途
半
端
な
計

画
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

取
り
組
み
の
優
先
順
位
が

曖
昧
な
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

地
域
力
の
強
化
、
質
の

高
い
教
育
、
公
共
施
設
の

再
整
備
を
次
期
戦
略
の
最

重
要
施
策
と
し
、進
め
る
。

答
山
本
政
策
推
進
監

　

31
年
度
に
、
関
係

人
口
の
創
出
事
業
を
行
い

た
い
。
ま
た
、
第
２
期
の

総
合
戦
略
で
政
府
は
、
未

来
技
術
、
人
材
育
成
、
関※

係
人
口
の
創
出
、
稼
げ
る

仕
事
と
働
き
方
、
少
子
化

対
策
、
全
世
代
活
躍
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
を
あ
げ
て

い
る
。
動
向
を
捉
え
計
画

の
見
直
し
に
役
立
て
た
い
。

松島　啓 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

地域の未来をデザインする

岡山県内町村人口と２０４０年人口推計
町村名 人口

（2019.1.1現在） 順位 人口推計
（2040年）

推計
順位

美咲町 14,388 1 8,881 7
矢掛町 14,309 2 9,997 4
和気町 14,284 3 9,461 6
鏡野町 13,024 4 9,221 5
早島町 12,550 5 11,102 1

吉備中央町 11,531 6 7,701 8
里庄町 11,193 7 10,201 2
勝央町 11,111 8 10,008 3
奈義町 5,901 9 4,041 9

久米南町 4,877 10 3,009 10
西粟倉村 1,458 11 1,066 11
新庄村 930 12 596 12

2040年人口推計は国立社会保障・人口問題研究所出典

※関係人口とは…観光以上、定住未満の関係を創
出し、地域の活性化につなげる。交流人口と定
住人口の間にある、第３の人口と言われている。
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23 みさき

地域福祉推進はみんなの力で

ごみ問題を真剣に

美咲町議会議員との意見交換会

◆美咲町民生委員・児童委員協議会
平成３１年２月１５日（金）１４：００～１６：００　本庁３階大会議室
　少子高齢化が進み、民生委員・児童委員の活動のエリアも広く社会状況も大きく変わってきている
中、活動状況などについて意見交換を行った。

◆美咲町環境衛生協議会
平成３１年２月２１日（木）１４：００～１５：４０　本庁３階大会議室
　環境破壊が問題となるなか、海ごみへの取り組みとしてマイバック運動の展開、不法投棄を監視
するため環境パトロールなどを行う美咲町環境衛生協議会と意見交換を行った。

　民生委員・児童委員さんは地域で困難な問題も多くあり、円滑に活動がなされるよう議会として働き
かけていきたい。

　マイバック運動により、ごみ減量化を推進し、不法投棄についても議会として地域に啓発していきたい。

⃝民生委員は４０～２００世帯に対し、１人が目安である
が見直しが必要ではないか。

⃝民生委員の改選があるが受け手がなく難しい。

⃝包括支援センターは社会福祉協議会に委託している
が、行政と横の連携が大切である。

⃝小地域ケア会議の充実を求める。

⃝認知症の人への声掛け模擬訓練をしており、議員にも
協力してほしい。

⃝地域の見守りが不足している。

⃝平成２９年度からマイバック運動を展開し、３１年度は
柵原地域へ全戸配布する。

⃝環境パトロールの増員はできないか。

⃝平成２９年度は全地域で不法投棄があり、不法投棄は
犯罪なので警察に通報している。

⃝マイクロプラスチックの海ごみによる環境破壊防止啓
発の看板を町内に設置する。
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平
成
に
代
わ

る
新
し
い
元
号

が
、「
令
和
」
と

決
ま
り
ま
し
た
。
希
望
が
持

て
る
平
和
な
元
号
に
な
る
よ

う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
副
町

長
、
教
育
長
の
選
任
が
な
さ

れ
、
県
か
ら
危
機
管
理
担
当

と
し
て
政
策
推
進
監
が
着
任

し
、
機
構
改
革
で
は
新
し
い

課
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

町
長
の
所
信
表
明
で
示
さ

れ
た「
人
輝
く
ま
ち  

み
さ
き
」

「
地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
」を
テ
ー
マ
と
し
た
青
野
新

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
と
し
て
も
議
会

だ
よ
り
を
通
じ
て
議
会
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
誌
面
作
り
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

（
金
谷
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
左
居
　
喜
次

副
委
員
長
　
藤
井
　
智
江

山
田
　
雄
二

松
田
　
英
二

金
谷
　
髙
子

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第32回

かる
たでつな

がる

　平成２８年からです。かるたを通して美咲町
の歴史・自然・名所・人物などを紹介し、郷土
の魅力を発信したいと思っています。

●いつ頃から活動していますか●
・たずさわっていて郷土のことがよく分かり、楽
しいです。

●楽しいことは何ですか●

　不定期ですが月１～２回会合をもち、かるた
大会の運営や丁合・かるた箱作り・箱詰めな
どをしています。

●どんな活動をしていますか● ・いろんな場所に出向いて「競技かるた」を広め
ていきたいです。
・1箱1000円で販売しているかるたをもっと
家庭や地域に浸透させたいです。

●これからの活動は●

　６０～７０代の男女２５人で活動しています。
●メンバー構成は●

　「美咲町郷土かるた」の PRとともに、町内各
地で恒例のかるた大会ができるよう後押しを
お願いします。

●議会に一言お願いします●

　我々の育った地域に親しみや愛着を持ち、
美咲町の一体感に貢献したいと思い立ちました。

●活動を始めたきっかけは●

「
美
咲
町
郷
土
か
る
た
」

 
を
活
か
す
会

かるたで笑顔と元気を
広めてください。


